
議 第 ８ ７ 号  

 

空 家 等 の 適 正 な 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

の 制 定 に つ い て  

 

本 市 空 家 等 の 適 正 な 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 下 記

の と お り 制 定 す る も の と す る 。  

令 和 ７ 年 （ ２ ０ ２ ５ 年 ） ９ 月 ５ 日 提 出  

 

       柏 崎 市 長  櫻  井  雅  浩     

 

 

 

記  

新 潟 県 柏 崎 市 空 家 等 の 適 正 な 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例  

新 潟 県 柏 崎 市 空 家 等 の 適 正 な 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 ２ ８ 年 条 例 第

１ １ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 １ １ 条 を 第 １ ２ 条 と し 、 第 １ ０ 条 を 第 １ １ 条 と す る 。  

第 ９ 条 第 １ 項 中 「 所 有 者 等 の 同 意 を 得 て 」 を 削 り 、 同 条 第 ５ 項 を 同

条 第 ６ 項 と し 、 同 条 第 ４ 項 中 「 、 所 有 者 」 を 「 、 所 有 者 等 」 に 改 め 、

同 項 を 同 条 第 ５ 項 と し 、 同 条 第 ３ 項 を 同 条 第 ４ 項 と し 、 同 条 第 ２ 項 中

「 前 項 」 を 「 第 １ 項 」 に 改 め 、 同 項 た だ し 書 中 「 又 は 特 に 」 を 「 、 特

に 」 に 、 「 と き は 」 を 「 場 合 は 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ３ 項 と し 、 同

条 第 １ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 措 置 を と る と き は 、 当 該 空 家 等 の 所 有

者 等 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 管 理 不 全 空 家 等 又 は 特

定 空 家 等 の 所 有 者 等 を 確 知 す る こ と が で き な い 場 合 、 特 に 緊 急 の 必

要 が あ る と 認 め る 場 合 そ の 他 や む を 得 な い と 認 め ら れ る 場 合 は 、 こ

の 限 り で な い 。  

第 ９ 条 を 第 １ ０ 条 と し 、 第 ８ 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

（ 氏 名 等 の 公 表 ）  
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第 ９ 条  市 長 は 、 法 第 ２ ２ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 命 令 を 受 け た 者 が 、  

当 該 命 令 に 従 わ な い 場 合 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 公 表 す る も の と す る 。  

⑴  命 令 を 受 け た 者 の 氏 名 （ 法 人 に あ っ て は 名 称 及 び 代 表 者 氏 名 ）  

⑵  命 令 を 受 け た 者 の 住 所 （ 法 人 に あ っ て は 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 ）  

⑶  特 定 空 家 等 の 所 在 地  

⑷  措 置 命 令 の 内 容  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 公 表 を 行 お う と す る と き は 、 あ ら か じ

め 当 該 公 表 に 係 る 者 に 意 見 を 述 べ る 機 会 を 与 え な け れ ば な ら な い 。  

本 則 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

（ 過 料 ）  

第 １ ３ 条  法 第 ２ ２ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 命 令 に 違 反 し た 者 に 対 す る 罰

則 に つ い て は 、 法 第 ３ ０ 条 第 １ 項 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

２  法 第 ９ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 報 告 を せ ず 、 若 し く は 虚 偽 の 報 告 を

し 、 又 は 同 項 の 規 定 に よ る 立 入 調 査 を 拒 み 、 妨 げ 、 若 し く は 忌 避 し

た 者 に 対 す る 罰 則 に つ い て は 、 法 第 ３ ０ 条 第 ２ 項 に 定 め る と こ ろ に

よ る 。  

３  法 第 ２ ２ 条 第 １ ３ 項 の 規 定 に よ り 設 置 し た 標 識 を 毀 損 し た 者 は 、

５ 万 円 以 下 の 過 料 に 処 す る 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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